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【研究成果の概要】  （文字の大きさ 9 ポイント・字数 800 字～ 1600 字程度）  
 

 従来、大学研究者による小・中学校の授業改善、生徒指導、校内研修の支援や学校―大学の

共同研究は 、数多く 取 り組まれて きた。し か し、校長や 学校のミ ド ルリーダー に対して 、 学校

経営や学校組織開発に関する支援、共同研究は、近 年、取り組まれ始めたばかりである。  

 そこで、 本研究で は 、学校評価 、学校経 営 コンサルテ ーション 、 リーダーシ ップ開発 研 修を

通じて、学 校経営を い かに改善・ 支援でき る かというこ とについ て 、学校変革 に向けた 組 織・

経営論的アプローチの理論・手法を解明・構築することを目的とした。  

 

 具体的な研究成果としては、下記を実施し、主に理論的な課題の整理・検討を行った。  

 

①  学校変革共同研究・企画・報告「現代学校研究の課題」 2014 年 8 月、キャンパスイノベー

ションセンター東京。  

 

②  第 73 回日本教育学会ラウンドテーブル・企画・報告 「スクールリーダーシップ研究の視野

を問う」 2014 年 8 月、 九州大学。  

 

③  学校変革共同研究・企画・報告「現代の学校の課題と可能性」 2015 年 3 月、キャンパスイ

ノベーションセンター東京。  

 

 以上にお いては、 近 年の動向及 び理論的 展 開を資料・ データ収 集 に基づいて 、現代学 校 につ

いて組織・経営論的プローチの意義と課題を検討した。まず、学校の社会環境の変化について、

学校の相対的地位の低下と「マネジメント化」の動向、学校・家庭・地域関係の変化を分析し、

「学校が管 理される 時 代」から「 学校を経 営 する時代」 に移行し て い ることを 捉え、学 校 組織

の変化を年齢構成、組織運営の観点から検討した。その上で、教師の専門性として今後、「スク

ールリーダーシップ」が鍵となることを論じ、「子ども」を相手にする「教える」という仕事か

ら、「大人」を相手 とし た「マネジ ャー」へ の 移行の重要 性を確認 し た。そして、「教育 におけ

る経営」の あり方に つ いて、学校 の組織特 性 、教育とい う営みの 特 殊性の検討 し、スク ー ルリ

ーダーシッ プの考え 方 とリーダー シップ開 発 の課題、ミ ドルリー ダ ーとしての あり方を 考 察し

た。その際 、日本の 状 況に限らず 、イギリ ス をはじめ、 上記テー マ を先 行して 検討して き た国

際的な動向 にも着目 し て、スクー ルリーダ ー シップや組 織論の国 際 的研究水準 と課題に つ いて

も検討を行い、今後のあり方に示唆を得た。  
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（発表）  

・スクールリーダーシップ研究の国際水準 ,日本教育学会第 73 回大会・ラウンドテーブル ,九州

大学箱崎キャンパス ,『日本教育学会第 73 回大会発表要旨集録』 24, 96-97, 2014 年 8 月 22 日  

（論文）  

・スクールリーダーシップ研究の国際水準―イギリス分権改革におけるシステム化の課題に着

目して― ,『東京学芸大学紀要・総合教育科学系Ⅰ』第 66 集 ,2015 年 ,115-133 

・学校変革アプローチの基礎的考察 ,『東京学芸大学紀要・総合教育科学系Ⅰ』第 66 集 ,2015

年 , 135-160（共著）  
 


